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消防署からのお知らせ

現場と消防・救急隊との架け橋に！現場と消防・救急隊との架け橋に！
「映像通報システム」の運用が始まりました！「映像通報システム」の運用が始まりました！

　須賀川消防本部では、１１９番通報した人に災害現場の状況や救急車を必要とする傷病者な
どの映像をスマートフォンで撮影し、指令センターへ送信してもらう「映像通報システム」の運
用を令和５年７月３日から開始しました。

【映像通報までの流れ】
　音声による１１９番通報の内容から、視覚的に災害現場や傷病者の状態を確認することが必
要と判断した場合にビデオ通報切り替えまでの操作を指示させていただきます。
（下図【動画通報開始までの流れ】をご覧ください。）

【映像通報システムでできること】
・指令センターで火災や交通事故等の現場状況が映像で分かるため、早期に消防隊を増やした
り、消防隊に状況を伝えることができます。
・応急手当の方法がわからない場合でも、指令センターが送信する動画を見ながら心臓マッサー
ジなどの応急手当を行うことができます！

【ご協力のお願い】
・映像通報システムにかかる通信料は、通報者のご負担となりますのでご理解とご協力をお願い
します。
●お問い合わせ　須賀川消防本部 警防課通信指令係　
☎0248-76-3111　FAX0248-75-3917　Mail:shirei@sukagawa119.jp
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【石川消防署平田分署】TEL：0247 -55-2213　FAX：0248-94-2079

《期　間》
令和5年9月21日（木）から9月30日（土）の10日間
《運動スローガン》

反射材「ここにいるよ！」のメッセージ

《年間スローガン》

わたります　止まるやさしさ　ありがとう

《運動の重点項目》
⑴こどもと高齢者を始めとする歩行者の安全
の確保

⑵夕暮れ時と夜間の交通事故防止及び飲酒運
転等の根絶

⑶自転車等のヘルメット着用と交通ルール遵
守の徹底

住民課　☎55-3112

秋の全国交通安全運動令和５年

消防署からのお知らせ

ス ズ メ バ チ 要 注 意！！
　ハチは、春から秋にかけて活発に飛びまわっています。特にスズメバチは９月から10月にかけて
繁殖期を迎え非常に攻撃的になります。スズメバチは他のハチと違い、近くに巣があれば攻撃をし
てきます。

　どんなに注意していてもハチに刺されてしまう事態は起こり得ます。もし刺されてしまった場
合、どのような処置が必要となるのでしょうか？
①速やかにその場から離れる。
　まずは安全の確保を！慌てずにゆっくりと低い姿勢で離れましょう。
②傷口を洗い毒を出す。
　患部にはハチの毒が残っているためこれを取り除きます。また、患部に針が残っている場合は押
　し込まないよう注意しながらピンセットなどで取り除いてください。
③傷口に薬を塗り冷やす。
　薬の塗布と冷却が必要です。
④早めに医療機関を受診する。
　症状が悪化する場合があります。早めに医療機関への受診をおすすめします。

　不運にもハチに刺されてしまった場合は、痛み、血圧低下、体組織の破壊、アレルギー症状など
を引き起こす可能性があります。アナフィラキシーショック（血圧低下や意識障害などの症状があ
るショック状態のこと）に陥ると生命に関わるような激しい全身症状が現れることも…。毒を絞り
出しながら水で洗い流すことは有効ですが、このとき口で毒を吸い出すのは止めましょう。誤って
飲んでしまったり、口の中に傷があったりすると、そこから毒が入ってしまいます。念のためなる
べく早く病院に行き、医師に処置してもらってください。

もしハチに刺されたら…

 注意点

●皆さんのご自宅に訪問や電話連絡をさせていただくことがありますのでご了承ください。
●ご自宅に訪問する際は、平田分署消防車両で伺います。
【住宅用火災警報器の設置が義務づけられている場所】
〇住宅内のすべての寝室。
〇２階以上の住宅において、２階以上の階に寝室がある場合は寝室がある階の階段上部。
【住宅用火災警報器取り付け支援サービスを行っています】
〇ご自身で取り付けが難しい方はぜひご活用ください。
〇サービス利用希望の方や不明な点等ございましたら
　平田分署「0247-55-2213」までご　連絡ください。

消防署では住宅用火災警報器の設置率調査を行っています


